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日置
の
氏
研
りb
九」
三代実録、一元慶六年十二月廿五司条に「聴下主股寮殿部十人以二
異姓一入
ν色加申補其関上。先
v
是宮内省一一言。主殿寮申請。検一一職員
令一。殿部品川人以一一日置。子部。車持。笠取。鴨五姓人一為之。」とあることに工り、主殿寮の伴部である腰 は日置氏以下五氏によって構成されていたことがわかる。普通、諸司伴部は「各以一一負名氏入色者 補之。不
ν得 】 － 一 轍 取 一
一白
73
事箕氏無－一入色一者。本司録
v
状誇こ官処分一。」とみえるように負名氏によって構成され、伴部になる氏が一定化し、伯氏を採用しないのであって しかも負名氏は自己の職業に因める名称を氏名 し、特定の伎芸或は勤務を世襲して朝廷に奉仕す 氏であった。故に右 三代実録の記事にみえるように、殿部は日置氏以下五氏という一定した氏すなわち負名氏に っ 構成され いたといえよう。
きて日置氏以下五氏は殿部としてどのような職掌を果していた
であろうか
。主股寮の職掌は職員令による
と「掌下供御輿輩。ハ中
略）葦笠。轍扇
0
（中略〉惟帳。湯称。酒－
一 掃 殿 庭
↓及燈燭。中略〉松
同日
J JI 
月『I
久
柴。炭燦
0
〈中略）等事上。」であり、一見して宮廷内の雑事を担当
していたことがわかる
。これらの職掌を前記五氏の氏名
と対照す
ると、「供御輿輩。」は車持氏、「葦笠
。
撒一
明。惟様。」は笠取氏、
朝廷に使用されている章子の一団の管理を手部氏、「湯休」や「燈
（5
） 
萄」以下を鴨氏がそれぞれ担当していたことがわかる。それでは一体日置氏は何を担当していたのであろうか。延害式や政事要略には殿部の具体的な活動をみることができるが いま「燈燭
L
以
下の職掌に
つ い
て、延事式には「酉時主殿寮以一象火一設
－ 一燈煉於
悠紀、主基二院刊院別二燈二煉。（中略）震犠始出。主殿官人二人執
ν
燭奉
v迎 。 」 （ 繍 一 叫 ん ば 鞘 綿 一 ） 「 主 殴 先 進 発 一
一火 炉 一
o」 （ 問 視 一 河 川 一 首 ） 「 燈
泊 。 一 一 説 明 央 炉 火 。 同 一 一 酬 伸 一 訪 問 「 開 店 閥 均 一 哨 之 」 （ 刊 誌 … … ） 「 即 用 コ 銀 鎗平 一
俊 一 一 屠 蘇 酒
一 。 時 制 一 万 円 。 主 」 （ 剛
一 裕 一 一 冗
） 「 燦 一 一 個 酒 一 料 炭 日 一 斗
o
申 一
一内 侍 司 一 受 一 一 主 殿 寮 一
o」（附一知的…）「主殿署官人二人乗
v燭相従
o
」
（野紘
一じなどとみえ、また政事要略にも問様な活動を多くみる
ことができる
。かように火に関
した記事が極めて多くみられるの
は、これが主殿寮の重要職掌であったからと思われ こ ちの活
一O
三
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、
＼ 
動範囲から推察すれば、以下詳述する如く日置氏は火震であって、鴨氏とともに「燈燭」以下の職掌を担当してい允のであろ
職掌世襲を原則とする負名氏の職掌は当然大化前代における大
和政権百属の部民組織に端を発している。殿部という名称は記紀に見当らないけれども、この点平野邦雄民が「令制の如きトモ即ち殿部、門部、水部などに編成されるのは大化後であろ 。．『某部』のトモの組織化は新らしく、．ロマ構成する負名氏やその職挙、及び官司の発生自体は一層古い」と指摘されたように日置氏の職掌を火置と仮定したこと 当然問氏の大化前代における存在形態の考察を必要とする。以下目置氏の職掌をめぐっで同民の大化前代における存在形態について 試論を述べてみたい日置氏の考察にあたって、まず「日置」の訓が問題 な 。日
置にはヒオキ・ヘギ・ヒキ・オキ等種々 訓があるが、訓の古さや読み方の解決が自由官民 の解明に暗示を与える。 訓化ついでまず言及してい のは本居室長であつで、古事記伝に「元弊伎ならむには、日置と書タこといかなる由にかあらむ、叉弊伎を正しとせば、比於伎とあるは、交字に就てやや後のさかしら訓ーにやあらむ」といい ヘキ 読む方がヒオキと読む方より古い訓と結論している。更 栗田寛博士 ヒオ ヘ ・ヒキむのは、みな音の転であ
っ
て、正しくはヘオキと読むべき
であ
る
とされているが、「其人々の一戸を定めて置れしより ヘオキ 義
（7
〉
にて」という前提にたっている で オキ 訓はあま 信用が
一O
四
おけない。また日置が諸国に分布する地名としでみえるので、これを倭名抄によって対照すると、日置郷の分布数
U
（ 銃 一 は 明
2
〉 、
そのうちヒオキの仮名を附しているのは
5
である。国史大系本延
喜式神名帳では、日置神社の一分布数
7
で全部ヒオ（ヲ）キの仮名
が附せられているのは、古くから日置をヒオキと読まれていた証左と考える。そして時代が下るに従ってヒオキのヒがとれてオキF Q C E
←。｝巳）となり、一方ヒオキがヒオギ、これからヘキ・ヘ
ギ（
F Z E
← ｝ 高 宮 、
r z E
←
r o E W Z
←
ω
と縮管一部同化された）と
変化したのであろう きすれば先述の宣長の仮説はむしろ逆で、ヒオキ（ギ）がヘキ（ギ）に転靴した であろうと考える。
日置の訓は解決したものの、その職掌については未詳の前提℃
ムレム
ν F Q u
』
たって所説粉々である。栗田寛博士は「宵置 事を掌る部々」されているが、戸置とは何をい のか理解しが い。次に日置が地名にみえるので地名に由来する部と見倣 た見解 は、飯田武動佐伯有義博士の手－挙げること できる。しかし上述の諸説に対して明らかに職業部とみている一歩進んだ見 は、民俗学の立場から提起
。まず
日置部の職掌を直接問題とされた
ものに、中山太郎氏の「日置部異考」（恥同一位誠一騨） あ 。中山氏は日置部を火にまつわる宗教的な職業部とされ、出雲国造の神火相続にみるように火を作る際それと荘厳を保つために繁雑な操作にもかかわらずとウチ石を使 たり
L
て行われていた。やがて
このように火を作 困難と 神聖視する思想とが抱合して、浄火を常置し神事と民衆との用 便じ が 置部の元 任務と考えられ
、火を単におきとい
っ た
ことから、農業の発達に伴う太陽
崇拝の信仰とともに、これに日忌み・日択の思想 起ってきたの
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が、更に日と火とが同根であるという思想と結びついて、ついに日置となり後には専ら日祭・日知りを職掌とするようになったとされている。柳田国男氏は「日置という上代の部曲は、ム品名だけしか伝って居らぬが、或は女子を以て相続した占いの家」とされ、折口信夫博士も「 置部の料劃なども、近 将来の夫象 殊
illavt
オキ
に気節安替に就てのおきをなし得た」、あるいは「天皇は日置暦
（ 日 ）
というものを持っ ゐられた」 どとされ これと関連 抗もの
（ 日 ）
に赤松啓介氏 説がある。また日記 関係ある部とみた説もある。なお森田康之助氏が出雲風土記に日置郷 置郷 みえるの
、 、
で「オグとは神霊を招き醇ぎ神意を知り、諸事をおきて定め ことであり、提 ことばもここか
F発したのであるから、この
置部巨こそ神事に最も深い関係の 民族で、杵築大社に仕えヘ
ρOJ
色、部 されている。以上の諸 を概括すれば天文・暦象・吉凶を卜する宗教的職業部 みられている 、これはむしろ職掌 対して二次的な考察の感が深く、火 用 便じたのが日置部の元任務であり日と火とが同根であるため火置が日置となっ とみられた中山氏の説は、以後 考察から 妥当 考えられる面をもっていると思う。以上日間部の 掌 ついて従来の諸説を概観したが、二三触れられているように、この職掌の具体的解明 は出雲における日置氏の考察が必要 なろう
一 一 一
日置氏の分布は東は駿河まで西は紀伊
r
但馬・山城・讃岐・周
防等に散見するが、多く集中しているのは出雲である。出雲風土記、神門郡日置郷条に「日 郷、郡家正東四里。志紀嶋宮御宇矢
皇之御世、日置伴部紘一寸遺来、宿停而、為
v政 之 所 。 故 一 豆 一 日 置 郷 一 。 ）
とあり、かかる伝承をもっ日置郷は日置氏の本買ともみられ、古くから出雲と日置民とは関伺があったといえよう。また土師紙吻本貫は出雲であるが 氏と士師氏と 同族とみえることも如上の註左 なる。
出雲が古くから大和に対抗しうる有力な政治・文化圏を形詑
ていたことは周知のごとくであるが、井上光貞氏の研究によれば、出雲一には意宇川流域を占め オウと簸川流域を占めるキズキの二大中心地があり、オウは大和政権勢力を背景としてキズキを攻略平定したのであり、崇神紀にみえる神宝献上の物語もキズキを舞台として記述されているという。この出雲平定が行われた時期について津田博士・井 氏 帝紀旧辞の述作時代に近い頃とされているが、なお今後の文献的・考古学的成果にまたねばならない。しかし平定に関する書紀の記載が不鮮明であり 出雲平定せずして五世紀に半島進出しえたかを考える き、比較的早い時期「崇神か吟景行に至る大和勢力の発展期 即ち大陸進出以前の四世相前後（山） 行われたとみられよう。なお記紀や風土記 並んで断簡ではあるが出雲の社会情勢を知りうる史料に、｝一人平十一年出雲国大税賑給歴名帳がある。これは 雲郡と神門郡のみでキズキ
（ 幻 ）
地方に当ること、一戸主の氏名に部姓が冠せられ部臣
l
部首
i
部と
いう三段階身分構成がみられることは、大和政権がキズキ攻略後「部を設置した朝廷はこの身分構成を変向することなく、そのまま部の体制の中に編成したのであり、また部の種類の多い
（ 幻 ）
皇族や豪族らの聞 部の 配が行われたこと」を示すと思わ るのは興味深い。
’一C
五
Hosei University Repository
以上出雲の四世妃前後の社会情勢を念頭におきながら、ここす一転して日置部の初出する垂仁三十九年紀をみると、
五十理敷命居一一於茅停莞砥川上宮二作
JL
則一千口一。因名一一其
剣 一 謂 一 一 川 上 部 一
o
亦 名 目 一 一 裸 伴 一 。 … 町 駅 脚 一 配 布 母 コ 戯 一 一 千 石 上 神
宮一也。是後 一 五十理敷命一。停
ν主 一 一 石 上 神 宮 之 神 宝 一 。
一一去。 十理敷皇子。居二千茅淳菟征河上一。而喚一一鍛名河上一。作ニ大万 千口一。是時楯部。倭文部。神弓削部。神矢作部。大穴磯部。泊橿部 宝作部。神刑 。日賢部。大万偲部。井十筒品部賜一 五十理敷皇子 。其一千口大万者。蔵一一手忍坂口巴↓然後従一一忍坂 移之。蔵 千石上神宮一 是時神乞之一言。春日巨族。名市河令レ治。因以命 一市河一令
v治。是今物部首之始祖由。
とあって、石上神宮創相伝承を記しており、十箇 品部の一に日置部をみる。主、ず右の記事で川上部との関係が問題となろう。古事記一軍仁天皇段に「印色入日命中略）叉坐二鳥取之河上官一。令
v
作一横刀壱肝口一。是奉納ご石上神宮一。即坐一其宮一手 河上部一也。」とみえ、川上部を剣の名とする書紀と、書紀にみえる十簡の品部の総称であるにする古事記との聞に把握の相異がある。書紀にある認を一鍛工の名とみ と川上部は 作り手に依って名づけられた」剣の名と・考えちれるが 津田博士が述べられたように「此の物語のはじめから川土 が剣の名とせられていたかは疑問」であり、川上部 つの部 て、河 氏が管掌した工人部の作った銅と考えたい。故に川上部は十箇 品 総称ではなく、十
トモノ
Z ャ
V3
箇の品部のうち武器鍛造に関係あお が川上部の伴造河上民 率いられ鍛造にあたっ のであろう。さて のうちどの部が鍛造に関係が ったか、楯部以下個別的にみてみよう。
一O
六
楯部は楯の製作を職掌とし出雲の楯造は有名である。倭文部は
（M m
） 
「織ものの部」で、神弓削部・神矢作部は弓矢の製作を職掌とした。神刑部は普通書妃の一云に忍坂邑とあることから忍坂部と地名部にされているが、刑罰を課する職掌の部では%るまいか。玉作部は玉の製作を職掌とし出雲と深い関係をもっ
Aで大万侃部は大
被詞に「創価伴男」とみえるように兵士の一団である。即ち十箇の品部は武器製作を職掌とする工人と、それを使用す 兵士団であり、出雲と深い関係をもっ部 多い。十箇の品部を出雲国大税賑給歴名帳と対照すると、（神）弓削部は部首
2
・ 部
2
、倭文部
は部巨（族）
4
・ 部
1
、日置部は部巨お・部首
8
・ 部
9
、 （ 神 ）
刑部は部
5
・ 部
4
とそれぞれ氏姓分布を示しており、また出雲
と物部氏との関係が深かったことも物部首
1
・物部
8
でわかる。
即ち日置 も当然大万侃 の使用する武器製作に関係があったとみられ、残る二つ 部からそ 職掌を把握してみよう。
大穴磯部は従来アナシの地名がみられるので地名 とされてい
たが
h
製鉄原料採取辛抱と考へられる穴師に関する地名等が各地に
あり」、かっ出雲では簸川流域が有名な砂鉄産地であり、香取秀真氏は穴師について「穴を掘ってそこから何か採出す 即ち金属を採掘する部族ではないかと思う。：：：私は武器 つくる刑判を提供する部族と想像するので、穴を掘って鉱物を採出す人達」と述べられたように、円八磯部は 師 で砂鉄採取 職掌としていたのではあるまいか。また泊橿部は令制の泥 に たるものであり
（ お ）
集解、職員令、土工司条 「古品一一口 波部加此友造。」と一去っている。泥部の属する土工司は土作を営んだり、石灰を焼いたりする職掌を
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果していることから推察すると、この泊
橿
部はおそらく土や泥で
製鉄に必要な鍛造設備の携作を職掌としていたのであろう。かくみれば日胃部ば件掲給月一令の規定や民俗学的考察から火に関する職掌担当とみたように、鍛造に必要な置火の視度調節や管理にあた
っ
ていたのではあるまいか。直接上述のごとき日置部の職掌に
関する史料が見当らな が、この推察を助けるものに、神武即位前紀戊午年九月条に八十呆帥征伐の際、敵が墨坂に同炭を置いて布陣しているので攻
撃軍はお．田
川の水を濯いでこれを消したという
伝承が
あ る 。
この帰
炭は戦闘に
所要の鉄を灼き
つ
け兵器を
鍛
造す
るために
戦闘進行
市燃し世
間けら
れるもので、鉄
が貴重で鎌の
供給
が潤沢でなかった時代の戦闘上の習慣であろう されている匂かような職掌をも日置部 任とする所では まい
。
即ち川土
部は大穴磯部・泊橿部・日冒．部の総称とみられるのである
。
周知のごとく古墳時代には鉄は重要資源であった。また出雲製
鉄遺跡の研究は考古学上今日の段階では未開拓である匂砂鉄産地の
簸
川流
域
を占
め
る キ
ズ
キ
が出雲
の重要経
済
地帯
であ
り製鉄の
原始杓段階の発生を
み
たことは想像するにかたくない
。崇
神紀に
みえる出
雲神宝
の物
語
もキ
ズ キ
を舞台として構成され、しかも神
宝が大万であったことも
考えあ
わせれば、出雲の製鉄は簸川流域
の砂鉄をめぐって平定の行われた四世紀前後には重要な陀史的意義をもっていたと考えられよ
う 。
なお宍掲一韮仁三十九年記の記事で注意すべきは石上神宮創組伝
承を記していることであり、同社が古くから大和政権の一大武器庫として、四世紀から
棒頭
してくる物部氏の管掌．ネにあったこと
である。また園内平定は物部氏のヘゲモ二ーに って行われ、出
雲
平定もその一
環であろう。かか
る物部氏の活動に応げ匂ため
「部は支配者の要求する特殊な生産物について編成され」、十箇の品
部の多〈は武器
J製伶にあたり
、
特に
日
置刈
・ 以 下 武
器鍛造
に関
係
あ
る部は物部氏の組織の中
で重要な伶
置を占めていたにちがい
ない
。
石母回正氏は一一一・四世記以後において畿内地方が独自の地
力をもって日本的な古墳文化を成長させ、列島中もっとも進歩した政治的中心に転化する過程
の否メ
γ
ぺげを大和・河内地方におけ
る生産 の
急速
た発展に求めムれたが、
4
ドかる発展の某礎には大
和政権の出
雲
平定が
あり
、そして
簸
川
流域の砂鉄産地をめぐ
る キ
ズキの章一要経済的帯 攻略に目標が据えられ、圏内烹配や半島進出をめざして関内鉄資源の確保と準備態勢の確立を図ったのではなかろうか。ちたみに五世杷大和政権に反抗する育婦は西川宏民
（ 但 ）
の研究によれば、朝鮮侵略のため急激に需要の増加してきた鉄の生産地として有利な日条件 あり、とく この鉄をめぐって大和政権との対立が激化したと然資源の重要性を述べられた 、かかる情勢下、当然大和政権は雪備支配以前に出雲平定の挙に出ていたというべく、
多数の
武
蒋鍛造の
必要にせまられ、鍛造に
関係あ
る
日置部等は他の部と もに、出
雲
平定後大和の皇族や
豪族等
によ
って部の分配が行われたため、出雲より移住（或は番上）勾しめられ、物部氏所管の下に武器
鍍造
にあたったと考えられん
。、勿論
五世紀以後朝鮮との関係が生じてから、優れた技術 有する帰化人の渡来によって日買部等 按術は圧
倒
せられ、日置部は新しく
官司制的トモとして
編成さ
れ、た
だ
宮
娃
内の燈燭管理という消極
的職掌しか持ちえなくなり、また
陵部
的
職掌
に
つ
いたのもこの頃
からではな ろうかと考える。
一O
七
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目前項では日置部の職掌について考察したが、鍛造必要な火
を管理じた職掌から令文にみれる燈燭関係あ転化し
た経緯は殆んど史料がなく跡づけ困難である。
日胃姓の人名は続紀以下五国史でみることがき、三代実
援ついてみると次表のように少数であって殆んど下級更
り、主殿寮の職掌についてるは日霞首永津みであ。
日
塁
日
// 
首置 // 置巨 姓
A津-7 、 元津℃ 主縄 麻目米久1 成岡 名
部掃
兼主権允殿大家令右巨
木工
差益大臣家
木工
J民.....,,. 
少属 少属 職
一大夜二E一
名
正 正 従七 位八 五 ／ー＼ 
位l' . 位下 下位 位上 階
。
12 慶元コ百 1 フ元慶じ 1 貞観9 閏3貞観
出
8 ． ． ． 典
一 一
賜朝原臣菅天穂命之後日 F原朝臣菅号
備
砂 // / 
考
しかし段部としての日置民の名がみえた止のは、平安時代にな
ると「今代或氏挙
ν家絶滅。或氏無心一通寮－
1
」、とあるように、隈
部になる者がなく或は入色を拒否し負名氏の因襲を破って、律令政府をして異姓入色を余儀なくせしめていることによるものであろう。即ち律令制の動揺と相倹って日置氏などの中小民族が律令政府に対する消極的反抗とみられ、負名民の異姓入色は律令制崩
一O
八
壊の一原因として見逃しえないものがある。
なお律令時代に主殿寮で行われた御薪の儀式について注意し
て
おきたい。この儀式は延茸
F式、宮内省、御薪条に「凡毎年正月十
五日。弁官及式部。兵部会一一集於省一。相共検ニ授諸司所
v進 御 薪 － 。
詑省丞録各一人率一一史生二人九就一一主殿寮一検一一校御薪数井好悪－。
（
M M
） 
其行事諸司給一面附井酒食一
0．」とみえ、この際隼人の吠が発せられだ
U
御薪とはかまどで く木であり燃料・燈火用として主殴寮で貯納された。御薪 夫武四年紀正月戊申条に、官寮諸人。初位以
上
進
v薪
o」とあ守口うに文武官人が位階に応じて
、長さ七尺、二十
株をもって一担刊諸司のみならず五畿内国司も供進するのが特徴
（ 幻 〉
である。飯田武郷は年中行事歌合に
「ももしきの百の官のみかま
木に民のかまともにきはひにけり」とみえる和歌をひいて、この
（同日）
儀式は民力休養を目的として行われたように解している。しかし素朴性をもっ中にも次第 外廷的諸官 が整備されてきた天武朝の官司制において、外廷的諸官司を「進ニ御薪 」という儀式を通じてエ人皇及び皇室に親近する内廷に奉仕せしめたことは、かつての内廷的諸職掌（…均一郡山一心持）が大和政権がまだミウチ的政権であった時代から存続したという優位性・伝統性を誇示する めのものではなかろうか。またこの儀式がおそらく浄御原令で制定され刈）更に令・式にみえ、かつ隼人が吠を発するの 元日・即純一大嘗祭・審客入朝 天皇駕行などの大 限られていただ に、この儀式の重要さを思わせ燈火をつ さどることが主殴寮 主要職掌であり、日置氏の職掌は重要な意義 いたといいうる。と ろで延喜式、民部上、日置田条 「え出雲国置一一内外日
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置田二町ことある。延害式、主税上、勘税帳条にはこの田はみえず、いかなる目的で設置された田町あるか不明であふ
V
従来
「祭砲を行うために設けられた料
E L
とか「雑色田の一種」或は
出雲日御前の神主日置民の掌れる島問どとされている。滝川政次郎博士は明確に諸料田即ち「特定の用途に充てる為めに指定せられた公有田一宗一つに日置田を掲げられているが、 述にみた御薪の儀式の重要性や宮中の燈燭に関す 広汎な主殿寮（特に日置氏）の職掌や、或 燈燭と関係のあ 主油司が主殿寮に併せられでいるこい渋どを考えあわせれば、主一段寮の資養田であり日置民の本買に置かれたと考える。以上粗雑ながら日置氏について種々考察したが、史料 制約が伴い推論や疑問 点が多分に見受らることを反省しつつ、大方 御山正をお願いし い。註 （
1
）中田薫博士「我古典の『部』及び『県』に就て」（『法制史論集』傭・三巻。五五四及び五五六一見）
（2
）津田左右吉博士『日本上代史 研究 二二頁参照。
（3
）津田博士前掲書。十四頁参照。国一現時一一一路一見して「湯汰」
（4
）津田博士前掲書。十一ニ
l i
十四頁参照。
（5
）佐伯有清氏「ヤタガラス伝説と鴨氏」（日本歴史九九号参 照 ）
（6
）「部に関する若干の修
E
的研究」（九州工業大学研究報
告第三号。十四
l
十五頁）
（7
）「郷名同唱考」（『栗田先生雑薯』下巻 一二六頁）
（8
）出雲風土記に置郷があ 。詳細は 中卓氏「出雲風土記
の成立」（『出雲国風土記の研究』所収十五頁）参照。
（9
）栗田博士前掲書。二一七頁。
（印）『書記通釈』第三巻。一有一四九頁。但し仮説
F
して、日
置を「へキー一と読み、戸置’とあてている点が、栗田博士と異なる。
（叩）朝日新聞社刊『六日凶史！日本書紀』上巻。現詰一三七頁
参 照 。
（日）『妹の力』（創一五選書）一七回頁。（ロ）『折口信夫会集』第一巻。一七
O
頁 。
（日）『折口信夫会集』第三巻。四二一頁。（比）赤松氏は「専門的に暦を管理し中央政府に奉仕する貴族
！日置連」とされている。『天皇制起源神話の研究』四五頁。
（日）例えば太田亮博士『姓氏家系大辞典』「日置部」の項や
『日本経済史辞典』下巻「日置田」の項など。
（時）「熊野大神と所造天下大神」（『出雲国風土記の研究 三
六五頁）出雲大社に関係ありとし 説に、吉田東伍博士『大日本地名辞書』三巻。一
O
五一頁「日置郷」の項参
照 。
（口）問中卓氏校訂 出雲国風土記」 出雲国風土記の研究』）
による。
（臼）三代実録。貞観八年間三月十七日条。（印）「国造制の成立」 『大化改新』八五頁以下）（初）直木孝次郎氏「日本古代における族について」（ヒスト
η J
ア五号。二五頁）
（幻）井上光貞氏 九一 ）（忽）井上氏前掲書。九
O
頁 。
一O
九
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（お）武田祐吉博士『古事記帝紀致』二一三頁
。
（但）脅田博士前掲書
。
三四
一 貝 。
（お）太田博士前掲書
。一六二
七頁
「川上
造
」の項参照
。
（お）藤間生大氏「官代
豪族の
一考察」（歴史評論八六号
。
頁参照）
（幻）出雲風土記。婿縫郡条
。
意字郡条。
（ お
ν
『書紀通釈』一ニ巻
。
一三八四頁。
（却）太田博士前調書
。
九二六
頁
「刑部」
の項参照。
（初）出
雲風
土記
。意
宇都条
。
玉作湯
社 。
（訂）井上氏前掲害
。
八九
l
九
O
頁 。
他に物部姓
が出雲
計会帳
にも見出せる。
（幻）古島敏雄博士『日本農業技術史』上巻。四三頁
。
（お）「金支に現われたる鋳師の本賞」（考古学雑誌二七の一。
＝ コ 問 一 ）
（出）井上光貞氏『部氏史論』
五 百 円 。
（ お ）
一禍士幸次郎氏『開日本考』五九頁
。
（お）山本
靖
氏「
遺跡の
一 木
す古代出雲の様相
」 （ 『 出
掛 一 一 一 国 風
土記
の
研究』四四六頁）
（幻）天武三年紀八月庚辰条・鋒紀延暦ご十三年二月庚成条・
間二十四・年ご月庚民条
。
（お）姓氏録。大和同旦一別
。
布習指繭条。なお津田博士前掲
書。二一九
一 只
参照
。
（お）石母問主氏「古墳時代
の
社会組織」（「日本考古川口寸持座』
主巻
。
二九八頁
）
（川町）「古代貴族の英雄時代」（『論集史学』四
O
頁参照）
二
O
七
（紅〉「古墳文化にあらわれた地域社会
i
吉備」（『日本考古学
講座』五巻。九五頁参照）
（
m M
）武器のみならず屯倉の農具製作も考慮すべきであろう。
（必）写経生も多い。問中塊堂氏『寧楽写経』百頁参照。（叫）三代実録。一克慶六年十ご月廿五日条。（何日 延喜式
c
隼人司。十五日大衣条。
（必）義解。雑令。女武官一人条。（U
）延喜式。式部下。収
y薪条・江家次第。
（必）『書紀通釈』主巻 ニ一六二九頁。（ω
）抜本太郎博士「飛鳥
諦
御原律
令考
」（『法制史研究』四巻
二 ハ 頁 ）
（印）延喜式。隼人司。大儀条・大嘗条・駕行条。（日）『日本経済史辞典下巻』一四八四頁「日置田」の項（臼）横山由清氏『日本田制史』四九頁。（日）吉田博士前掲書二巻。一
O
五一頁参照。
（臼）『律令時代の農民生活』一
O
主 頁 。
（日）類来三代格。廃置諸司事
。寛
平八年九月七日太政官符
。
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